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新市まちづくり計画原案の概要新市まちづくり計画原案の概要

新市まちづくり計画とは
市町村の合併の特例に関する法律に基づき、 市 町 村の合併後の新市のまちづくりを総合的かつ効果的に推進する

ことを目的とし、本計画を実現することにより、関係市町村の速やかな一体化を促進し、住民福祉の向上と新市全体の均

衡ある発展を図ろうとするものです。

計画の構成は、新市を建設していくための 基本方針 及びこれを実現するための 基本計画 まちづくり事業計画

公共施設の基本的考え方 などを中心として構成されています。計画の期間は、合併年度（平成 年 月 日の目標）

及びその後の 年間（平成 年度）です。

まちづくり計画原案は、 月 日から 月 日まで関係市町村 会場で住民の皆様を対象に開催の まちづくり広聴

会 、関係市町村から推薦された住民 人による まちづくりフォーラム 、関係市町村議会、法定合併協議会などでの意

見交換、審議を経て修正し、県知事協議を経て今年 月の協議会で計画決定する予定となっています。

まちづくりの課題と合併の必要性
地方分権

平成 年 月 地方分権一括法 の施行に伴い、自治体による政策判断、政策遂行における役割と自己責任能力の重要
性、地域住民の自己決定権の拡充が求められています。合併によって地方分権に対する適切な受皿づくり（財政基盤強化・
行政機構強化）を進め、組織自体の強化を図る必要があります。

少子・高齢化

新市の高齢化率は ％と本県平均（ ％）より高く、少子化の傾向も強まり、若年層の働き手の減少により経済
活力が低下。市税等の収入減・支出増によりこれらの財源の悪化、福祉関連事業への行政負担増大、地区コミュニティ
活動の衰退などが課題となっています。このため効率的な行財政運営とともに、市民が地域や新市の活動に取り組む体
制づくり、若年層の定着、都市間競争に勝ち残るための戦略的な対応を図る必要があります。

地方拠点都市としての将来

新市は県土の均衡ある発展のため中核的な役割を担っており、九州新幹線や南九州西回り自動車道インターチェンジ
の供用開始による新市への社会的・経済的インパクト、交流人口の増大、通勤圏の拡大などが期待されます。
自然・伝統・文化などの地域資源を活かしながら都市規模の拡大による相乗効果を導き出し、市民や市域内の事業者
の活力を生み出すとともに、合併による行財政の効率性の向上を文化的活動や福祉活動に還元し、市民生活を一層暮ら
しやすくする必要があります。

広域行政

日常生活圏の拡大や地方分権の推進を踏まえて、周辺自治体の実情に応じた役割分担と連携。協力体制の強化により、
行政の効率化を進め、質の高い行政サービスの提供や地域特性を活かした個性ある圏域づくりを推進する必要があります。
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活動の衰退などが課題となっています。このため効率的な行財政運営とともに、市民が地域や新市の活動に取り組む体
制づくり、若年層の定着、都市間競争に勝ち残るための戦略的な対応を図る必要があります。

新市は県土の均衡ある発展のため中核的な役割を担っており、九州新幹線や南九州西回り自動車道インターチェンジ
の供用開始による新市への社会的・経済的インパクト、交流人口の増大、通勤圏の拡大などが期待されます。
自然・伝統・文化などの地域資源を活かしながら都市規模の拡大による相乗効果を導き出し、市民や市域内の事業者
の活力を生み出すとともに、合併による行財政の効率性の向上を文化的活動や福祉活動に還元し、市民生活を一層暮ら
しやすくする必要があります。

日常生活圏の拡大や地方分権の推進を踏まえて、周辺自治体の実情に応じた役割分担と連携。協力体制の強化により、
行政の効率化を進め、質の高い行政サービスの提供や地域特性を活かした個性ある圏域づくりを推進する必要があります。

新市まちづくり計画とは

新市の概況と主要指標
面積
人口 現状 人（平成 年国勢調査）

将来人口 人（平成 年の推計）
産業別就業人口 第 次産業 ％ （県計 ％）
（平成 年国勢調査） 第 次産業 ％ （ ％）

第 次産業 ％ （ ％）
新市生産額割合 第 次産業 ％ （県計 ％）
（平成 年度市町村所得推計報告書）第 次産業 ％ （ ％）

第 次産業 ％ （ ％）
人口 人当たり市民所得 円（県平均 円）
（平成 年度市町村所得推計報告書）



新市まちづくりの基本方針
新市まちづくりの基本理念

“地域力”が奏でる“都市力”の創出
それぞれの地域やコミュニティの特性を活かしながら 万人都市のポテンシャル（潜在力）を最大限に発揮し、これらの

ネットワークにより新しい価値を創造していきます。
視点
地域力 を育み新しい地域創造をめざす 都市力 を最大限に発揮する
市民参画によるまちづくりを進める 行財政運営の効率化を進める

新市がめざす将来都市像

市民が創り 市民が育む 交流躍動都市
自然や歴史文化的な資源と人々の営みというような 地域力 を育てながら 都市力 を発揮する新しいまちづくりを

実践する主体は市民です。 地域力 は、市民の一人ひとりが、あるいは地区コミュニティがお互いの信頼関係を築きな
がら共有できるビジョン（将来像）を描き、その実現に向かって協働し、南九州の拠点都市として、また県都鹿児島市の
隣接都市として、新市の持つ 多彩な特性と基盤の蓄積 を最大限に活かし、それぞれのポテンシャル（潜在力）をさらに
向上させるとともに、互いの連携を強くすることにより相乗効果を高め、自立性の高い都市をめざします。

新市まちづくりの基本方針

新市における速やかな一体化を促進し、地域の発展と市民福祉の向上を図るとともに、南九州の拠点都市としてふさわ
しいまちづくりの総合的かつ計画的な推進を図るために、 つの分野の基本方針を定めます。

コミュニティを活かし地域力を育むまちづくり（コミュニティ） 健康でともに支え合うまちづくり（保健福祉）
地域の特色を活かした教育 文化のまちづくり（教育文化） 誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり（生活環境）
地域力を発揮し産業活力を創出するまちづくり（産業振興） 都市力を創生するまちづくり（社会基盤）
みんなで進める市民参画のまちづくり（市民参画）

新市の都市構造

ゾーンごとの振興方向
都市ゾーン にぎわいと活力に満ちた、風格ある市街地の形成
田園文化ゾーン 水と緑に抱かれた、美しく趣のある田園地帯の形成
海洋ゾーン 水産業の安定的な発展と海洋性の観光レクリエーションゾーンの形成
交流・連携軸
九州西岸軸（南九州西回り自動車道 国道 号 国道 号 九州新幹線 肥薩おれんじ鉄道）
新市東西軸（甑島交流ライン 川内川連携ライン 空港アクセスライン アジア交流ライン）
地域交流軸（川内樋脇連携ライン 川内入来祁答院連携ライン 東郷樋脇連携ライン 東郷樋脇入来連携ライン 甑島縦貫ライン）
土地利用の基本的な考え方
新市においては将来のまちづくりを見据え、総合的・長期的な観点から土地利用を図ります。

“地域力”が奏でる“都市力”の創出
それぞれの地域やコミュニティの特性を活かしながら 万人都市のポテンシャル（潜在力）を最大限に発揮し、これらの

ネットワークにより新しい価値を創造していきます。
視点
地域力 を育み新しい地域創造をめざす 都市力 を最大限に発揮する
市民参画によるまちづくりを進める 行財政運営の効率化を進める

市民が創り 市民が育む 交流躍動都市
自然や歴史文化的な資源と人々の営みというような 地域力 を育てながら 都市力 を発揮する新しいまちづくりを

実践する主体は市民です。 地域力 は、市民の一人ひとりが、あるいは地区コミュニティがお互いの信頼関係を築きな
がら共有できるビジョン（将来像）を描き、その実現に向かって協働し、南九州の拠点都市として、また県都鹿児島市の
隣接都市として、新市の持つ 多彩な特性と基盤の蓄積 を最大限に活かし、それぞれのポテンシャル（潜在力）をさらに
向上させるとともに、互いの連携を強くすることにより相乗効果を高め、自立性の高い都市をめざします。

新市における速やかな一体化を促進し、地域の発展と市民福祉の向上を図るとともに、南九州の拠点都市としてふさわ
しいまちづくりの総合的かつ計画的な推進を図るために、 つの分野の基本方針を定めます。

コミュニティを活かし地域力を育むまちづくり（コミュニティ） 健康でともに支え合うまちづくり（保健福祉）
地域の特色を活かした教育 文化のまちづくり（教育文化） 誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり（生活環境）
地域力を発揮し産業活力を創出するまちづくり（産業振興） 都市力を創生するまちづくり（社会基盤）
みんなで進める市民参画のまちづくり（市民参画）

ゾーンごとの振興方向
都市ゾーン にぎわいと活力に満ちた、風格ある市街地の形成
田園文化ゾーン 水と緑に抱かれた、美しく趣のある田園地帯の形成
海洋ゾーン 水産業の安定的な発展と海洋性の観光レクリエーションゾーンの形成
交流・連携軸
九州西岸軸（南九州西回り自動車道 国道 号 国道 号 九州新幹線 肥薩おれんじ鉄道）
新市東西軸（甑島交流ライン 川内川連携ライン 空港アクセスライン アジア交流ライン）
地域交流軸（川内樋脇連携ライン 川内入来祁答院連携ライン 東郷樋脇連携ライン 東郷樋脇入来連携ライン 甑島縦貫ライン）
土地利用の基本的な考え方
新市においては将来のまちづくりを見据え、総合的・長期的な観点から土地利用を図ります。

公共施設の基本的な考え方
公共施設の整備については、市民生活に急激な変化

を及ぼさないよう既存施設の有効利用を図りつつ、こ
れまでの実績を踏まえ、地域の特性やバランス、利便
性などにも十分配慮し、財政事情を考慮したうえで計
画的に進めていくことを基本とします。
公共施設の整備・管理について、管理公社への委託
や民間事業者やボランティア、各種団体との連携を図
りながらの民間活力の積極的な導入を図るとともに、

の導入について研究を行います。
本庁 については、新庁舎建設までの間は合併前の

川内市役所とし、従前の関係各町村役場は、各種窓口業務機能だけでない従来の町村役場とほぼ同等の機能を有する総合的
な業務を行う 支所 として、市民サービスの向上を図るよう必要な機能の整備・充実を図ります。
なお、合併前の祁答院町黒木支所、藺牟田支所、樋脇町市比野出張所は 出張所 となります。
将来の新庁舎の建設については、新市成立後、交通の事情、他の官公署との関係など、住民の利便性を考慮し、研究する
ものとします。

とは、これまでの公的部門による社会資本の整備・運営に民間資本や経営ノウハウを導入し、民間主体で効率化
を図ろうという政策手法。

都市構造のイメージ



新市一体化躍動プラン
まちづくりの つの 基本方針 に基づき、将来都市像の実現と新市の 地域の速やかな一体化に向けた施策を 新市一

体化躍動プラン として定め、重点的かつ戦略的に組みます。このプランは 基本方針 の つの分野体系を横断した つの
プロジェクトからなります。

． 地域力 再生プロジェクト

地区コミュニティ主体の地域づくり
市民が主体となった地区づくりを促進するために、従来の地区（地区・小学校区）における連絡協議会などの機能を見
直し、より充実した横断的な組織体制をめざした 地区コミュニティ協議会制度 を導入します。また、地区単位での課
題や問題点を話し合いながら 地区振興計画 の自主的な策定を促進し、その課題解決のための施策・事業を実施するこ
とにより地区コミュニティ機能の活性化を図ります。
地域を支える人を育てるまちづくり
生涯学習の推進、男女共同参画社会の形成、地域特性を活かした学校教育の推進など。
地域文化を大切にするまちづくり
文化財及び伝統芸能等の保存・継承、文化的施設の整備・利用促進。
地域が健やかで安心して暮らせるまちづくり
救急医療・消防防災体制、福祉サービス体制の充実強化、環境対策の充実など。

． 都市力 創造プロジェクト

利便性の高い都市づくり
中心市街地の活性化、定住ネットワークの形成、道路・交通ネットワークの形成、情報通信基盤の整備推進など。
交流拠点を活かしたまちづくり
川内駅周辺の整備促進、南九州西回り自動車道インターチェンジ周辺の整備推進、中国・韓国・東南アジアとの定期航
路の開設、港湾機能の強化、公園・緑地・河川空間の整備推進など。

． 交流活力 創生プロジェクト

産業活力を導くまちづくり
新市内事業者の利用促進と新市内における新しい流通体制の構築により、新市内で生産されたものを新市内で消費する
という、顔の見える 地産地消 の取組みを進めます。これまでの農畜産物、加工特産品等の個別ブランドを基に相乗効
果による総合的な新市ブランドを形成し、 することでブランド力の底上げと市民や地場産業の新市に対しての求心力
を高めます。
市域内の連携が盛んなまちづくり
スポーツ交流、地域や地区コミュニティ間の交流事業の推進、小中学校間の交流推進。
市域外との交流が盛んなまちづくり
九州新幹線等を活用した交流・体験型観光の推進、国際交流の推進。

地区コミュニティ主体の地域づくり
市民が主体となった地区づくりを促進するために、従来の地区（地区・小学校区）における連絡協議会などの機能を見
直し、より充実した横断的な組織体制をめざした 地区コミュニティ協議会制度 を導入します。また、地区単位での課
題や問題点を話し合いながら 地区振興計画 の自主的な策定を促進し、その課題解決のための施策・事業を実施するこ
とにより地区コミュニティ機能の活性化を図ります。
地域を支える人を育てるまちづくり
生涯学習の推進、男女共同参画社会の形成、地域特性を活かした学校教育の推進など。
地域文化を大切にするまちづくり
文化財及び伝統芸能等の保存・継承、文化的施設の整備・利用促進。
地域が健やかで安心して暮らせるまちづくり
救急医療・消防防災体制、福祉サービス体制の充実強化、環境対策の充実など。

利便性の高い都市づくり
中心市街地の活性化、定住ネットワークの形成、道路・交通ネットワークの形成、情報通信基盤の整備推進など。
交流拠点を活かしたまちづくり
川内駅周辺の整備促進、南九州西回り自動車道インターチェンジ周辺の整備推進、中国・韓国・東南アジアとの定期航
路の開設、港湾機能の強化、公園・緑地・河川空間の整備推進など。

産業活力を導くまちづくり
新市内事業者の利用促進と新市内における新しい流通体制の構築により、新市内で生産されたものを新市内で消費する
という、顔の見える 地産地消 の取組みを進めます。これまでの農畜産物、加工特産品等の個別ブランドを基に相乗効
果による総合的な新市ブランドを形成し、 することでブランド力の底上げと市民や地場産業の新市に対しての求心力
を高めます。
市域内の連携が盛んなまちづくり
スポーツ交流、地域や地区コミュニティ間の交流事業の推進、小中学校間の交流推進。
市域外との交流が盛んなまちづくり
九州新幹線等を活用した交流・体験型観光の推進、国際交流の推進。

地区コミュニティ協議会は、各地区のあらゆる分野の活動を連携強化し、行政とのやり取りを行う窓口としての団体と
し、これまでの地区・校区連絡協議会等の機能を更に充実した自治活動組織です。
地区とは…現小学校区・地区のエリアのこと。

《 地区コミュニティと行政の関係イメージ（案）》
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（生涯学習の活動支援）



基本計画・まちづくり事業計画
コミュニティを活かし地域力を育むまちづくり（コミュニティ）
・地区コミュニティ協議会の設置 ・地区振興計画の策定支援 ・コミュニティ活動支援 ・市民参画の推進 ・地区コ
ミュニティセンターの機能強化 等

健康でともに支え合うまちづくり（保健福祉）
・健康づくり運動推進計画策定事業 ・離島緊急搬送体制整備事業 ・国民健康保険など社会保障の充実 ・地域福祉活
動の推進 ・公共施設のユニバーサルデザイン化 ・高齢者福祉の充実 ・子育て支援体制の整備及び児童福祉の充実 等

地域の特色を活かした教育・文化のまちづくり（教育文化）
・生涯学習推進体制の構築 ・生涯学習ネットワークの形成 ・生涯学習関連施設の整備 ・青少年の健全育成 ・ス
ポーツの振興 ・人権の尊重 ・幼児・学校教育の充実 ・文化活動の推進 ・歴史・文化資源のネットワーク化 ・国
際交流の推進 ・国内・地域間交流の推進 等

誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり（生活環境）
・防災情報システム整備事業 ・危機管理センター整備事業 ・消防通信施設整備事業 ・消防・救急体制の充実 ・新
エネルギー推進事業 ・葬斎場・墓地環境の整備 ・資源ごみ分別収集・リサイクルの推進 ・汚泥再生処理センター建
設事業 ・簡易水道の整備充実 ・温泉施設の整備と適正な維持管理 等

地域力を発揮し産業活力を創出するまちづくり（産業振興）
・地産地消の推進 ・農業公社の設立 ・新市ブランド形成事業 ・体験学習・交流推進事業 ・林業経営の高度化 ・
水産加工の高度化 ・ 運営支援事業 ・イベント・コンベンション誘致促進事業 ・フィルムコミッション事業
・タラソテラピー施設整備事業 ・温泉街活性化事業 等

都市力を創生するまちづくり（社会基盤）
・住環境の整備 ・公園緑地の整備 ・藺牟田瀬戸架橋建設促進事業 ・コミュニティバス運行事業 ・親水施設整備事
業 ・中国・韓国・東南アジアとの定期航路開設促進 等

みんなで進める市民参画のまちづくり（市民参画）
・情報公開制度充実事業 ・まちづくり交流センター運営事業 ・男女共同参画条例策定事業 行政評価制度運営事業
・電子自治体の構築 等
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業

高
齢
者
福
祉
施
設
管
理

敬
老
事
業

住
宅
改
造
費
助
成
事
業

高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
施
術
料
助
成
事
業

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事

業

五
、
新
市
に
移
行
後
、
速
や
か
に
調
整
す
る
。

高
齢
者
拠
点
及
び
サ
ー
ビ
ス

独
居
老
人
声
か
け
事
業

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

六
、
新
市
に
移
行
後
も
当
分
の
間
現
行
の
と
お

り
と
し
、
随
時
調
整
す
る
。

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
（
事
業

運
営
）

い
き
い
き
百
歳
の
店
運
営
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス

老
人
健
康
教
育
事
業

一
、
個
人
市
民
税
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、
標

準
税
率
（
二
千
五
百
円
）
を
採
用
す
る
。

た
だ
し
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す

る
法
律
第
一

条
の
規
定
に
よ
り
、
合
併

年
度
に
続
く
三
年
度
間
は
現
行
の
税
率
を

適
用
す
る
。

納
期
に
つ
い
て
は
、
川
内
市
の
例
に
よ
り

調
整
す
る
。
た
だ
し
、
各
納
期
限
、
月
末

と
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

減
免
に
つ
い
て
は
、川
内
市
の
例
に
よ
る
。

二
、
法
人
市
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
は
、
川

内
市
の
例
に
よ
り
制
限
税
率
（
一
四
・

七
％
）
を
採
用
す
る
。
た
だ
し
市
町
村
の

合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
一

条
の

規
定
に
よ
り
、
合
併
年
度
に
続
く
三
年
度

間
は
現
行
の
税
率
を
適
用
す
る
。

三
、
固
定
資
産
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
現
行
の

と
お
り
（
一
・
四
％
）
と
す
る
。

減
免
に
つ
い
て
は
、
川
内
市
の
例
に
よ
り

調
整
す
る
。
た
だ
し
、
減
免
に
関
す
る
規

定
に
つ
い
て
は
、合
併
ま
で
に
調
整
す
る
。

納
期
に
つ
い
て
は
、
川
内
市
の
例
に
よ
り

調
整
す
る
。
た
だ
し
、
各
納
期
限
は
、
月

末
と
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

四
、
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
川
内
市
、

樋
脇
町
、入
来
町
の
例
に
よ
り
調
整
す
る
。

五
、
鉱
産
税
は
、
入
来
町
の
例
に
よ
り
調
整
す

る
。

六
、
軽
自
動
車
税
の
税
率
は
、
川
内
市
、
東
郷

町
の
例
に
よ
り
調
整
す
る
。

納
期
に
つ
い
て
は
、
川
内
市
の
例
に
よ
り

調
整
す
る
。
た
だ
し
、
納
期
限
は
、
月
末

と
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

減
免
、
課
税
免
除
に
つ
い
て
は
、
川
内
市

の
例
に
よ
り
調
整
す
る
。

非
課
税
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

第
四
四
三
条
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

七
、
市
町
村
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
と
す
る
。

八
、
入
湯
税
に
つ
い
て
は
、
川
内
市
、
樋
脇
町
、

入
来
町
、
祁
答
院
町（
百
円
）の
例
に
よ
り

調
整
す
る
。

課
税
免
除
に
つ
い
て
は
、
合
併
ま
で
に
調

整
す
る
。

入
湯
税
の
充
当
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お

い
て
平
成
十
七
年
度
分
か
ら
調
整
す
る
。

九
、
納
税
組
合
及
び
納
税
嘱
託
員
制
度
に
つ
い

て
は
、
廃
止
の
方
向
で
調
整
す
る
。

納
税
組
合
奨
励
金
及
び
補
助
金
、
納
税
嘱

託
員
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
新
市
自
治
組

織
へ
の
補
助
制
度
で
調
整
す
る
。

十
、
個
人
町
（
村
）
民
税
、
固
定
資
産
税
の
納

期
前
納
付
報
奨
金
に
つ
い
て
は
、
廃
止
の

方
向
で
調
整
す
る
。

十
一
、
口
座
振
替
に
つ
い
て
は
、
川
内
市
の
例

に
よ
り
調
整
し
、
取
扱
い
金
融
機
関
に
つ

い
て
は
、
合
併
ま
で
に
総
合
的
に
調
整
す

る
。

十
二
、
納
付
書
の
発
送
方
法
に
差
異
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
郵
送
を
基
本
に
し
て
合

併
ま
で
に
総
合
的
に
調
整
す
る
。

《
協
定
項
目
の
要
旨
・
留
意
点
》

各
市
町
村
で
課
税
し
て
い
る
税
目
や
税
率
、
納

期
等
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
、
統
一
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
合
併
後
直
ち
に
合
併
市
町
村
の
全
区

域
に
わ
た
っ
て
均
一
課
税
す
る
こ
と
で
、
著
し
く

衡
平
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
合
併
が
行

わ
れ
た
日
に
属
す
る
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く
五
年

間
に
限
り
、
不
均
一
課
税
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。



補
助
金
、交
付
金
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て
の
調
整
方
針
（
案
）

補
助
金
、
交
付
金
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
、
実
績
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
関
係
団

体
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
次
の
と
お
り
調
整

す
る
も
の
と
す
る
。

同
一
あ
る
い
は
同
種
の
補
助
金
等
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
統
合
す
る
。

独
自
の
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
他
の
補
助

金
等
と
の
均
衡
を
考
慮
し
な
が
ら
、
必
要
性

や
内
容
等
を
調
整
す
る
。

整
理
統
合
で
き
る
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、

統
合
、
廃
止
す
る
。

な
お
、
新
市
に
お
い
て
も
、
公
共
的
な
必
要

性
・
公
平
性
・
有
効
性
等
の
観
点
か
ら
、
引

き
続
き
見
直
し
を
行
う
。

《
協
定
項
目
の
要
旨
・
留
意
点
》

こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
実
情
等
を
十
分
把
握
し
、

新
市
の
振
興
に
ど
の
よ
う
に
役
立
て
て
い
く
か
を

明
確
に
し
、
財
政
状
況
等
に
も
考
慮
し
な
が
ら
調

整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

個
別
調
整
方
針
案
例

廃
品
回
収
補
助
金

は
合
併
時
に
入
来
町
の

制
度
に
統
一
し
ま
す
。

県
民
体
育
大
会
出
場

補
助
金

は
合
併
時
に
川
内
市
の
制
度
に
統
一

し
ま
す
。

定
住
対
策
補
助
金

は
新
市
に
お
い
て
新
た

な
定
住
促
進
対
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

夏
ま
つ
り
・
花
火
大
会
補
助
金

は
新
市
移

行
後
も
当
分
の
間
現
行
の
と
お
り
と
し

年
以

内
を
目
処
に
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境
整
備
事
業
等
補
助
金

駅
伝
強
化

費
補
助
金
は
廃
止（
他
補
助
金
と
の
統
合
含
む
）

の
方
向
で
調
整
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

科 目 川内市 樋脇町 入来町 東郷町 祁答院町 里 村 上甑村 下甑村 鹿島村

個人市民税

均 等 割

現 行 円 円 円 円 円 円 円 円 円

合併後 平成 年度から 円に統一することとしています。

法人市民税

法人税額割

現 行 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

合併後 平成 年度から ％に統一することとしています。

入 湯 税
現 行 円 円 円 円 円 円

合併後 平成 年度から 円に統一することとしています。（ 村は鉱泉浴場なし）

科 目 川内市 樋脇町 入来町 東郷町 祁答院町 里 村 上甑村 下甑村 鹿島村

個人市民税

均 等 割

現 行

合併後

法人市民税

法人税額割

現 行

合併後

入 湯 税
現 行

合併後

川
薩
地
区
法
定
合
併
協
議
会
の
第
二
回
会
議
は

七
月
二
十
四
日
、祁
答
院
町
内
で
開
か
れ
、
条
例
、

規
則
等
の
取
扱
い

電
算
シ
ス
テ
ム
事
業

調

整
方
針
案
二
件
を
承
認
。
新
市
名
称
の
公
募
方

法
等

新
市
名
称
候
補
選
定
基
準
等

二
件
を

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
使
用
料
、
手

数
料
の
取
扱
い

公
共
的
団
体
の
取
扱
い

上
・

下
水
道
事
業
の
取
扱
い

調
整
方
針
案
三
件
が
提

案
さ
れ
、
関
係
市
町
村
に
持
ち
帰
っ
て
協
議
し
た

後
、
九
月
二
十
五
日
開
催
予
定
の
第
六
回
会
議
で

審
議
さ
れ
ま
す
。

会
議
の
冒
頭
、
新
委
員
と
し
て
東
郷
町
議
会
議

長
の
北
迫
茂
、
副
議
長
の
古
里
貞
義
の
両
氏
に
委

嘱
場
が
森
卓
朗
会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

使
用
料
、手
数
料
の
取
扱
い

調
整
方
針
案
な
ど
提
案

第

回
法
定
合
併
協
議
会
（

月

日
）

調
整
方
針
は
協
議
中
で
あ
り
、
今
後
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

使
用
料
、手
数
料
等
の
取
扱
い
に
つ
い

て
の
調
整
方
針
（
案
）

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
一
体
性
の
確

保
、
住
民
負
担
に
配
慮
し
、
次
の
と
お
り
取
扱

う
も
の
と
す
る
。

固
有
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
面
現
行
の
と

お
り
と
す
る
。

同
一
又
は
類
似
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
限
り
統
一
に
努
め
る
。

差
異
の
著
し
い
も
の
、
事
情
に
よ
り
調
整
に

期
間
を
要
す
る
も
の
は
、
合
併
後
に
随
時
調

整
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
は
三
年
以
内

を
目
途
と
す
る
。

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担
の
公
平

性
に
基
づ
き
、
合
併
時
ま
で
に
現
行
単
価
を
基

準
と
し
て
統
一
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の

調
整
方
針
（
案
）

【
関
係
市
町
村
の
団
体
等
】

関
係
市
町
村
内
に
あ
る
公
共
的
団
体
等
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
新
市
の
速
や
か
な
一
体
性

を
確
立
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
を
尊
重

祁答院町内で開かれた法定協第 回会議

《調整方針（案）では主な税目の税額・税率はこうなります》

他の税については、これまでと変りません。



向
で
調
整
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

公
共
的
団
体
等
は
、
合
併
市
町
村
の
一
体
制

の
速
や
か
な
確
立
に
資
す
る
た
め
、
そ
の
統
合
整

備
を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と

努
力
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
は

又
は

以
上
の

市
町
村
に
置
か
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
統
合

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
商
工
会
議
所
・
商
工

会
の
地
区
は
、
原
則
と
し
て
市
の
区
域
で
あ
る
が

定
款
変
更
や
解
散
ま
で
の
間
は
、
従
前
の
区
域
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
関
係
市
町
村
外
の
団
体
等
】

関
係
市
町
村
外
に
あ
る
公
共
的
団
体
等
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
の
助
言
・
指
導

等
を
も
と
に
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し

調
整
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

複
数
の
関
係
市
町
村
で
共
通
の
目
的
を
有
し

加
入
し
て
い
る
団
体
は
、
合
併
時
に
統
合
す

る
よ
う
調
整
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

の
団
体
で
、
実
情
に
よ
り
合
併
時
に
統
合

で
き
な
い
団
体
は
、
合
併
後
速
や
か
に
統
合

す
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

の
団
体
で
、
実
情
に
よ
り
統
合
に
時
間
を

要
す
る
団
体
は
、
将
来
統
合
す
る
よ
う
調
整

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

以
外
は
、
新
市
に
お
い
て
も
現
行
の

と
お
り
加
入
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
整
理
で
き
る
団
体
は
、
脱
退
の
方

向
で
調
整
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

上
・
下
水
道
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

の
調
整
方
針
（
案
）

一
、
水
道
事
業

上
水
道
事
業
・
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
会
計
に

つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行
後
三
年
以
内
を
目
途

に
、
随
時
調
整
し
、
企
業
債
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

水
道
料
金
及
び
検
針

上
水
道
と
簡
易
水
道
の
料
金
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
三
年
以
内
の
早
い
時
期
に
統
一
で
き

る
よ
う
調
整
し
、
料
金
体
系
に
つ
い
て
は
、

口
径
別

と
す
る
。

検
針
に
つ
い
て
は
、
合
併
と
同
時
に
統
一

し
、

委
託
料
、
検
針
人
は
、
新
市
に
移
行

後
も
当
分
の
間
現
行
の
と
お
り
と
し
、
三
年

を
目
途
に
随
時
調
整
す
る
。

メ
ー
タ
ー
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
廃
止
の
方

向
で
調
整
す
る
こ
と
と
し
、
業
務
内
容
は
、

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

（
以
下
略
）

二
、
下
水
道
事
業

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間

現
行
の
と
お
り
と
し
、
新
市
に
お
い
て
料
金
統

一
の
基
本
方
針
を
定
め
、
従
量
制
に
よ
る
料
金

体
系
を
構
築
す
る
。

負
担
金
等
事
務

負
担
金
額
及
び
取
扱
い
に
格
差
が
あ
る
た

め
、

各
市
町
村
の
現
事
業
が
終
了
す
る
ま

で
現
行
ど
お
り
と
し
、
新
市
に
お
い
て
新
事

業
の
計
画
と
共
に
調
整
す
る
。

納
付
方
法
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
事
業
負
担

金
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
の
負
担
金
額
及

び
納
付
方
法
が
類
似
し
て
い
る
の
で
、
合
併

ま
で
に
統
一
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

口
座
振
替
に
つ
い
て
は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の

統
合
と
調
整
し
な
が
ら
平
成
十
七
年
四
月
か

ら
口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
に
調
整
す
る
。

種 別 単位区分 川内市 樋脇町 入来町 東郷町 祁答院町 里村 上甑村 下甑村 鹿島村

戸籍の謄抄本交付 通

除籍の謄抄本交付 通

住民票の写しの交付 件

住 民 票 の 閲 覧 件

印 鑑 証 明 件

印鑑登録証再交付 件

身分又は本籍住所
に 関 す る 証 明 件

種 別 単位区分 川内市 樋脇町 入来町 東郷町 祁答院町 里村 上甑村 下甑村 鹿島村

戸籍の謄抄本交付

除籍の謄抄本交付

住民票の写しの交付

住 民 票 の 閲 覧

印 鑑 証 明

印鑑登録証再交付

身分又は本籍住所
に 関 す る 証 明

《住民窓口における手数料比較》

調整方針案では、合併時（平成 年 月 日）から、川内市の手数料に統一することになります。

川内市 樋脇町 入来町 東郷町 祁答院町 里村 上甑村 下甑村 鹿島村

団 地 数

戸 数

月額使用料
（最低額、円）
月額使用料
（最高額、円）

川内市 樋脇町 入来町 東郷町 祁答院町 里村 上甑村 下甑村 鹿島村

団 地 数

戸 数

月額使用料
（最低額、円）
月額使用料
（最高額、円）

《公営住宅使用料比較》

調整方針案では、構成市町村で使用料算出の基礎係数等に違いがありますので、新市に移行後も当分の間現行の
とおりとし、合併後 年以内を目処に基礎係数等の検討を行い調整していくことになります。

単位 円 し
な
が
ら
統
合
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

複
数
の
市
町
村
内
で
共
通
の
目
的
を
有
す
る

団
体
は
、
合
併
時
に
統
合
す
る
よ
う
調
整
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

の
団
体
で
、
実
情
に
よ
り
合
併
時
に
統
合

で
き
な
い
団
体
は
、
合
併
後
速
や
か
に
統
合
す

る
よ
う
調
整
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

の
団
体
で
、
実
情
に
よ
り
統
合
に
時
間
を

要
す
る
団
体
は
、
将
来
統
合
す
る
よ
う
調
整
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。

以
外
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

た
だ
し
、
整
理
で
き
る
団
体
は
、
廃
止
の
方



猶
予
基
準
・
減
免
基
準
に
つ
い
て
は
、
合
併

ま
で
に
統
一
す
る
。

下
水
道
整
備
計
画
と
認
可
及
び
財
政
計
画

下
水
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま

ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

下
水
道
事
業
の
計
画
と
認
可
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

事
業
及
び
財
政
計
画
の
事
務
事
業
は
、
現
行

の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
入
来
町
の
大
馬

越
地
区
及
び
入
来
中
部
地
区
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
維
持
管
理
組
合
は
、
借
入
の
償
還

が
終
了
す
る
ま
で
存
続
さ
せ
る
方
向
で
調
整

す
る
。

三
、
温
泉
事
業

温
泉
事
業
に
つ
い
て
は
、新
市
に
移
行
後
、

会
計
、経
理
を
一
本
化
し
、新
た
に
制
度
を
制
定
す

る
。

検
針
及
び
料
金

検
針
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
、
樋
脇
町
の

例
に
よ
り
調
整
す
る
。

公
衆
浴
場
料
金
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行

後
統
一
し
た
料
金
と
す
る
。

分
湯
分
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行
後
も
当

分
の
間
現
行
の
と
お
り
と
し
、
三
年
以
内
を

目
途
に
調
整
す
る
。

賦
課
徴
収
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
、
新
た

な
制
度
等
を
制
定
す
る
。

量
水
器
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
、
樋
脇

町
の
例
に
よ
り
調
整
す
る
。

工
事
負
担
金
及
び
検
査

工
事
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新

市
に
引
き
継
ぐ
。

工
事
検
査
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
、
新
た

な
制
度
等
を
制
定
す
る
。

（
以
下
略
）

今
後
の
法
定
合
併
協
議
会
開
催
予
定

第
五
回
法
定
合
併
協
議
会

九
月
十
一
日
（
木
）
午
後
二
時
半
か
ら

川
内
市

ホ
テ
ル
太
陽
パ
レ
ス

第
六
回
法
定
合
併
協
議
会

九
月
二
十
五
日
（
木
）
午
後
一
時
半
か
ら

祁
答
院
町

い
こ
い
の
村
い
む
た
池

会
議
は
都
合
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。協

議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す

法
定
合
併
協
議
会
の
会
議
は
住
民
の
方
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
定
員
は
三
十
名
。
会
場
の
都
合
で
定

員
数
が
増
減
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
傍
聴
希

望
の
方
は
、
所
定
の
傍
聴
届
に
住
所
及
び
氏
名
を

記
入
し
、
会
場
で
協
議
会
事
務
局
に
提
出
、
傍
聴

証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
傍
聴
証
は
会
議

開
催
予
定
時
刻
の
十
五
分
前
か
ら
先
着
順
に
交

付
。
傍
聴
希
望
者
が
定
員
を
超
え
る
場
合
は
く
じ

引
き
で
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
新
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ど
う
ぞ

川
薩
地
区
の
市
町
村
合
併
に
関
す
る
最
新
情
報

を
掲
載
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
お
問
い
合
わ
せ

に
も
利
用
で
き
ま
す
。
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
子

供
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

せ
ん
さ
つ
キ
ッ
ズ

に

も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
楽
し
い
パ
ズ
ル
や
ク
イ

ズ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

おおおおおおおお

知知知知知知知知知知

らららららららららら

せせせせせせせせせせ

合
併
す
る
と
中
心
部
だ
け
が
良
く
な
っ
て

周
辺
部
は
寂
れ
て
し
ま
う
の
で
は
？

関
係
市
町
村
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
住
民

生
活
を
支
え
て
き
た
生
活
・
産
業
基
盤
を
生
か

し
な
が
ら
、
道
路
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
事
業
な
ど
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
定
住
対
策
や
地
域
情
報
化
を
進
め
、
各

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る
の
で
は
な

い
か
？各

支
所
に
地
域
づ
く
り
や
自
治
活
動
担
当

課
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、新
市
内
の
地
区（
地

区
・
小
学
校
区
）ご
と
に
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
地
区
単
位

で
の
課
題
や
問
題
点
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
そ

の
課
題
解
決
の
た
め
に
行
政
（
新
市
）
と
連
携

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

《
合
併
問
題

》

川内市 樋脇町 入来町 東郷町 祁答院町 里村 上甑村 下甑村 鹿島村 平均

基 本 料 金

従重（超過）料金

メー ター 使 用 料

合 計
（消 費 税 込）

川内市 樋脇町 入来町 東郷町 祁答院町 里村 上甑村 下甑村 鹿島村 平均

基 本 料 金

従重（超過）料金

メー ター 使 用 料

合 計
（消 費 税 込）

《上水道 簡易水道料金試算での比較》

上水道・簡易水道料金については、構成する市町村で料金に格差があります。そのため料金統一については、収支バランス等
考慮しながら新市に移行後 年以内の早い時期に統一できるように調整します。なお、料金体系については、合併後に 口径別
に統一することとしています。

条件 一般家庭でメーター器の口径 、月 使用した時 単位 円



合併協定項目の協議順合併協定項目の協議順 本協議会区分及び協議順は、予定であり今後の調整協議に
より変更される場合があります。

（平成 年 月 日現在）

合 併 協 定 項 目
提 案 確認（予定）

協 議 状 況
協議会 月 日 協議会 月 日

合 併 の 方 式

第 回 第 回

確認済

合 併 の 期 日 確認済

新 市 の 事 務 所 の 位 置 確認済

条 例、 規 則 等 の 取 扱 い
第 回 第 回

確認済

電 算 シ ス テ ム 確認済

新 市 ま ち づ く り 計 画 第 回 第 回 協議中

使 用 料、手 数 料 等 の 取 扱 い

第 回 第 回

持ち帰り協議中

公 共 的 団 体 等 の 取 扱 い 持ち帰り協議中

上 ・ 下 水 道 事 業 持ち帰り協議中

地 方 税 の 取 扱 い

第 回 第 回

持ち帰り協議中

補 助 金、交 付 金 等 の 取 扱 い 持ち帰り協議中

障 害 者 福 祉 事 業 持ち帰り協議中

高 齢 者 福 祉 事 業 持ち帰り協議中

財 産 の 取 扱 い

第 回 第 回

事 務 組 織 及 び 機 構 の 取 扱 い

国 民 健 康 保 険 事 業 の 取 扱 い

介 護 保 険 事 業 の 取 扱 い

児 童 福 祉 事 業

町 名 字 名 の 取 扱 い

第 回 第 回

自 治 会 行 政 連 絡 機 構 の 取 扱 い

窓 口 業 務

保 健 衛 生 事 業

環 境 衛 生 事 業

一 部 事 務 組 合 等 の 取 扱 い

第 回 第 回

慣 行 の 取 扱 い

消 防 団 の 取 扱 い

男 女 共 同 参 画 事 業

広 報 広 聴 関 係 事 業

消 防 防 災 関 係 事 業

議会議員の定数及び任期の取扱い

第 回 第 回

農業委員会委員の定数及び任期の取扱い

姉 妹 都 市 国 際 交 流 事 業

農 林 水 産 関 係 事 業

情 報 公 開 制 度

交 通 関 係 事 業

第 回 第 回

商 工 ・ 観 光 関 係 事 業

建 設 関 係 事 業

学 校 教 育 事 業

コ ミ ュ ニ テ ィ 施 策

社 会 教 育 事 業

一 般 職 の 職 員 の 身 分 の 取 扱 い

第 回
第 回

特 別 職 の 身 分 の 取 扱 い

生 活 保 護 事 業

そ の 他 の 福 祉 事 業

そ の 他 事 業

新 市 の 名 称 第 回 公募

合 併 協 定 項 目
提 案 確認（予定）

協 議 状 況
協議会 月 日 協議会 月 日


